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新型コロナウイルス感染症の世界的な流行を経験し、将来のパンデミックに備えるべく、ワクチ

ン・治療薬の開発に加えて、汎用的な感染症検査法の確立が急務とされている。この背景を受け、

私たちは、基礎研究で培った生体分子の 1 分子計測技術を発展させ、病原体の遺伝子を 1 分子レ

ベルで迅速に定量できる、世界最速の非増幅遺伝子検査法（SATORI 法）の開発に成功した（参

考文献 1）。また、実用化にむけて、臨床現場のニーズに応えるべく、全自動検査装置や小型検査

装置などのプロトタイプを開発するとともに、消耗品等の長期保管方法の確立に加え、それらの

ランニングコストの大幅な削減を達成した（参考文献 2, 3, 4, 5）。本演題では、SATORI 法の最新

の開発状況と、それらが拓く感染症対策の未来像について概説する。 
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